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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】微細構造を有する透光性構造体及びそのランプ
（A ｌｉｇｈｔ－ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ ｓｔｒｕ
ｃｔｕｒｅ ｗｉｔｈ ｍｉｃｒｏｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ
 ａｎｄ　ｌａｍｐ ｔｈｅｒｅｏｆ）を提供する。
【解決手段】微細構造を有する透光性構造体及びそのラ
ンプは、透光性構造体１００がランプ分野及び透光パネ
ル分野に応用される。透光性構造体１００は光入射面１
０１と、第１光出射面１０２と、第２光出射面１０３と
、複数の微細構造１１０とを少なくとも備える。第１光
出射面及び第２光出射面は光入射面の両側にそれぞれ位
置され、これら微細構造は第２光出射面に位置されるか
設置される。これにより、これら微細構造が光入射面か
らの複数の光線を受光させると共に屈折させ、第１光出
射面から屈折される光線の光束を第２光出射面から屈折
される光線の他の光束より多くする。
【選択図】図１Ｅ
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光線を受光するために用いられる微細構造を有する透光性構造体であって、前記
透光性構造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面に対応するように設置される第２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造であって、各微細構造は第１構造屈折面及
び第２構造屈折面を少なくとも含むこととを少なくとも備え、
これら前記光線の光の進行方向とこれら前記微細構造との間は垂直干渉関係または非平行
干渉関係を呈し、且つ各前記第１構造屈折面により受光されると共に屈折された後の光束
（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）が各前記第２構造屈折面により受光されると共に屈折さ
れた後の他の光束よりも多くなることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２】
　前記垂直干渉関係はこれら前記微細構造がこれら前記光線を完全にまたは部分的に垂直
に受光させると共に屈折させ、前記非平行干渉関係はこれら前記微細構造がこれら前記光
線を完全にまたは部分的に非平行に受光させると共に屈折させることを特徴とする請求項
１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項３】
　これら前記微細構造はＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状光学屈折構造、及び曲面光学屈折構
造の内の何れか１つまたはそれらの組み合わせであることを特徴とする請求項１に記載の
微細構造を有する透光性構造体。
【請求項４】
　これら前記微細構造中の少なくとも１組の隣接する２つの微細構造間の間隔はこれら前
記微細構造中の少なくとも他の１組の隣接する２つの微細構造間の間隔とは異なることを
特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項５】
　これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔はこれら前記光線
の光源から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がることを特徴とする請求項
１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項６】
　各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さはこれら前記光線の光源から離れる方
向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなることを特徴とする請求項１に記載の微細
構造を有する透光性構造体。
【請求項７】
　各前記微細構造中の前記第１構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角は前記
第２構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角より小さいことを特徴とする請求
項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項８】
　各前記微細構造とこれと隣接する他の前記微細構造との間は連続的に連接、非連続的に
連接、または部分的に連続的に連接される配列設置方式を呈することを特徴とする請求項
１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項９】
　これら前記光線が未受光の場合、前記透光性構造体は視覚的透過状態となり、これら前
記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた場合、前記透光性構造体が光
出射状態となることを特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１０】
　前記視覚的透過状態とは前記第１光出射面の箇所から前記第２光出射面の箇所にある少
なくとも１つの物件を視覚的に透視可能な状態を指し、前記光出射状態とは前記透光性構
造体がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた後、前記第１光出射面から出射され
る光束が前記第２光出射面から出射される他の光束よりも多くなる状態を指すことを特徴
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とする請求項９に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１１】
　その材質はポリカーボネート（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ、 ＰＣプラスチック）、
アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（Ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉｌｅ Ｂｕ
ｔａｄｉｅｎｅ Ｓｔｙｒｅｎｅ、 ＡＢＳ樹脂）または／及びそれらの結合であることを
特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１２】
　円形透光性構造体、方形透光性構造体、多辺形透光性構造体、または不規則形状の透光
性構造体であることを特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１３】
　ランプ分野、照明分野、ドア及び窓パネル、または展示フレームに応用されることを特
徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１４】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に光の通路を有すると共に対応するように設置される第２光出射
面と、
前記２面の光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備え、
これら前記微細構造がこれら前記光線を未受光の場合、前記透光性構造体は視覚的透過状
態となり、これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた場合、前
記透光性構造体が光出射状態となり、且つ前記第１光出射面から屈折されて出射される光
線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）は前記第２光出射面から屈折されて出射される
光線の他の光束より多いことを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１５】
　前記視覚的透過状態は前記第２光出射面の箇所にある物件が視覚的に透過可能な状態で
あり、前記光出射状態はこれら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折さ
せた後、前記第１光出射面から出射される光束が前記第２光出射面から出射される他の光
束より多くなる状態であることを特徴とする請求項１４に記載の微細構造を有する透光性
構造体。
【請求項１６】
　中空の透光性構造体であり、前記第１光出射面及び前記第２光出射面は第１透光板体及
び第２透光板体にそれぞれ位置され、前記中空の透光性構造体中の前記第２光出射面は第
２光出射内表面及び第２光出射外表面を含み、前記第２光出射内表面は前記第２光出射外
表面よりも前記第１光出射面に更に近接し、これら前記微細構造は前記第２光出射外表面
に設置されることを特徴とする請求項１４に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１７】
　前記光の通路は隙間であり、これら前記光線を進行させるように前記第２光出射内表面
と前記第１光出射面との間に位置されることを特徴とする請求項１６に記載の微細構造を
有する透光性構造体。
【請求項１８】
　これら前記微細構造中の少なくとも１組の隣接する２つの微細構造間の間隔はこれら前
記微細構造中の少なくとも他の１組の隣接する２つの微細構造間の間隔とは異なるか、或
いは、
これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔がこれら前記光線の
光源から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がるか、または、
各前記微細構造と前記第２光出射外表面との間の深さがこれら前記光線の光源から離れる
方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなることを特徴とする請求項１６に記載の
微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１９】
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　各前記微細構造は第１構造屈折面及び第２構造屈折面を含み、前記第１構造屈折面と前
記第２光出射外表面との間の鋭角の挟角は前記第２構造屈折面と前記第２光出射外表面と
の間の鋭角の挟角より小さいことを特徴とする請求項１６に記載の微細構造を有する透光
性構造体。
【請求項２０】
　これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させ、部分的なこれら前
記光線が前記第２光出射面に平均的に分布され、且つ外に向けて平均的に放射されること
を特徴とする請求項１４に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２１】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、
前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第１光出射面に対応するように設置される第
２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備え、
これら前記微細構造はこれら前記光線を受光させると共に屈折させてこれら前記光線を前
記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ出射させるために用いられ、前記第１
光出射面から屈折されて出射される光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）は前記第
２光出射面から屈折されて出射される光線の他の光束より多いことを特徴とする微細構造
を有する透光性構造体。
【請求項２２】
　前記光入射面及び前記第２光出射面は垂直であり、これら前記微細構造がこれら前記光
線を部分的に垂直に受光させると共に屈折させ、または前記光入射面及び前記第２光出射
面は非平行であり、これら前記微細構造がこれら前記光線を部分的に非平行に受光させる
と共に屈折させることを特徴とする請求項２１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２３】
　これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔が前記光入射面か
ら離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がるか、或いは、
各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さが前記光入射面から離れる方向に沿って
徐々に浅くなるまたは徐々に深くなるか、或いは、
各前記微細構造が第１構造屈折面及び第２構造屈折面を備え、前記第１構造屈折面と前記
第２光出射面との間の鋭角の挟角が前記第２構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角
の挟角より小さいことを特徴とする請求項２１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２４】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に隙間を空けて対応するように設置され、且つ前記光入射面との
間が垂直設置関係または非平行設置関係を呈する複数の微細構造を有する第２光出射面と
を少なくとも備え、
これら前記微細構造は前記第１光出射面から屈折されて出射される光線の光束（ｌｕｍｉ
ｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）を前記第２光出射面から屈折されて出射される光線の他の光束より
多くするために用いられることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２５】
　前記垂直設置関係は前記第２光出射面が前記光入射面の一側辺に垂直に隣接し、または
前記非平行設置関係は前記第２光出射面が前記光入射面の一側辺に隣接し、且つ非垂直角
度を有することを特徴とする請求項２４に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２６】
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　これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔は前記光入射面か
ら離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がることを特徴とする請求項２４に記
載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２７】
　前記第２光出射面は第２光出射内表面及び第２光出射外表面を含み、前記第２光出射内
表面は前記第１光出射面に対応させ、これら前記微細構造は前記第２光出射外表面に設置
され、前記隙間はこれら前記光線を進行させるように前記第２光出射内表面と前記第１光
出射面との間に位置されることを特徴とする請求項２４に記載の微細構造を有する透光性
構造体。
【請求項２８】
　ランプ本体と、
前記ランプ本体に設置され、且つ制御回路基板に応じて複数の光線を発生させる少なくと
も１つの発光素子と、
前記ランプ本体に結合される透光性構造体とを少なくとも備え、
前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、
前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第一出表面に対応させる第２光出射面と、
前記第二出表面に設置される複数の微細構造とを少なくとも含み、
これら前記微細構造中の少なくとも１つの微細構造の設置方式はこれら前記微細構造中の
少なくとも他の微細構造の設置方式とは相違し、これら前記微細構造により受光されると
共に屈折されるこれら前記光線が前記第１光出射面から屈折されて出射されると光線の光
束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）が前記第２光出射面から屈折されて出射される光線の
他の光束より多くなることを特徴とする透光性構造体を有するランプ。
【請求項２９】
　これら前記微細構造はＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状光学屈折構造、及び曲面光学屈折構
造の内の何れか１つまたは／及びそれらの組み合わせであることを特徴とする請求項２８
に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３０】
　前記設置方式はこれら前記微細構造中の何れか２つの隣接する前記微細構造間の間隔が
前記少なくとも１つの発光素子から離れる位置方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広
がることを特徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３１】
　前記設置方式は各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さが前記少なくとも１つ
の発光素子から離れる位置方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなることを特徴
とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３２】
　前記設置方式は各前記微細構造が第１構造屈折面及び第２構造屈折面を含み、前記第１
構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角は前記第２構造屈折面と前記第２光出
射面との間の鋭角の挟角より小さいことを特徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を
有するランプ。
【請求項３３】
　前記設置方式は各前記微細構造とこれと隣接する他の前記微細構造との間が連続的に連
接、非連続的に連接、または部分的に連続的に連接される配列設置方式を呈することを特
徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３４】
　前記ランプ本体はガイド溝を有する結合構造を備え、前記透光性構造体は前記ガイド溝
により前記少なくとも１つの発光素子と組み立てられると共に連通されることを特徴とす
る請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３５】
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　前記結合構造は複数の放熱フィンを有し、且つこれら前記放熱フィン及び前記第２光出
射面は同側に位置されることを特徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するラン
プ。
【請求項３６】
　受動型赤外線人体センサー（ＰＩＲ Ｍｏｔｉｏｎ ｓｅｎｓｏｒ）及びマイクロ波（Ｍ
ｉｃｒｏｗａｖｅ）センサーの内の何れか１つを更に含み、前記制御回路基板に電気的に
接続され、前記受動型赤外線人体センサーまたは前記マイクロ波センサーは、物件を感知
させた際に前記制御回路基板を駆動させて前記少なくとも１つの発光素子がこれら前記光
線を発生させるように制御を行うことを特徴とする請求項２８または３５に記載の透光性
構造体を有するランプ。
【請求項３７】
　複数の光線を受光させるための微細構造を有する透光性構造体であって、前記透光性構
造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面に対応するように設置される第２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造であって、各微細構造は、第１構造屈折面
及び第２構造屈折面を含むこととを少なくとも備え、
これら前記光線の光の進行方向とこれら前記微細構造との間は垂直干渉関係または非平行
干渉関係を呈し、これら前記光線が前記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ
屈折されて出射されることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項３８】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に光の通路を有すると共に対応するように設置される第２光出射
面と、
前記２面の光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備え、
これら前記微細構造がこれら前記光線を未受光の場合、前記透光性構造体が視覚的透過状
態となり、これら前記微細構造が受光させると共に前記第１光出射面及び前記第２光出射
面からこれら前記光線をそれぞれ屈折させると、前記透光性構造体が光出射状態となるこ
とを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項３９】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に隙間を空けると共に対応するように設置され、且つ前記光入射
面との間は垂直設置関係または非平行設置関係を呈する複数の微細構造を有する第２光出
射面とを少なくとも備えることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項４０】
　ランプ本体と、
前記ランプ本体に設置され、且つ制御回路基板に応じて複数の光線を発生させる少なくと
も１つの発光素子と、
前記ランプ本体に結合される透光性構造体であって、前記少なくとも１つの発光素子は前
記透光性構造体の周囲に隣接する箇所に設置されることとを少なくとも備え、
前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、
前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第１光出射面に対応させる第２光出射面と、
前記第二出表面に設置される複数の微細構造とを少なくとも含み、
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これら前記微細構造中の少なくとも１つの微細構造の設置方式はこれら前記微細構造中の
少なくとも他の微細構造の設置方式とは相違し、これら前記微細構造により受光されると
共に屈折されるこれら前記光線が前記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ屈
折されて出射されることを特徴とする透光性構造体を有するランプ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、透光性構造体を有するランプ（Ａ　ｌｉｇｈｔ－ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ
　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｗｉｔｈ　ｍｉｃｒｏｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ）に関し、更に詳し
くは、微細構造を有する透光性構造体に関し、前記第１光出射面から屈折されて出射され
る光線の光束を前記第２光出射面から屈折されて出射される光線の他の光束より多くする
。
【背景技術】
【０００２】
　従来のランプは、ランプシェードを有するランプ本体であり、前記ランプシェードは透
光性のない導光構造体であり、装飾や光源の遮蔽に用いられる。また、前記ランプシェー
ドを利用することにより、ランプ本体中の少なくとも１つの発光素子が発生させる複数の
光線の照明方向を提供する。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前述した従来の技術では、すなわち、従来のランプシェードは実用にお
ける幾つかの問題が存在する。例えば、従来のランプシェードは光源を遮蔽するために透
光性がなく、インスタレーションや展示物等のランプシェード後方に位置される建材の装
飾や背板の装飾も遮蔽されてしまう。また、視覚的透過性がないため、空間全体の視覚性
及び開放性にも影響が及ぶ。
【０００４】
　さらに、ランプ分野ではより高い照明効果が求められるため、従来のランプは視覚性及
び開放性がない以外にも問題が存在した。例えば、ランプ全体の光束（ランプシェードの
器具効率に相当する）を増やし、ランプの光の出射範囲を広げなければならない。このた
め、従来のランプシェードを有するランプは通常より高い仕事率の発光素子（ＬＥＤ）を
選択するか、設置する発光素子の数量を増やすことにより上述の問題を改善させている。
【０００５】
　また、高い仕事率の多数の発光素子を使用すると、ランプ全体の装設コストが上昇して
しまう上に使用上過多の熱エネルギーが発生し、光線の屈折時に光点が発生する等の多く
の欠点が存在する。また、ランプに高い仕事率の多数の発光素子を増設すると、ランプの
電力消費量が増加し、ランプの使用コストも上昇する。
【０００６】
　上記課題に鑑み、従来の市販されるランプシェードを有するランプにどのように視覚性
及び開放性を与え、同時に全体的な照明効果を高めるかについて思考を重ね、より簡単な
技術手段により従来の技術問題を解決することが本考案を発展させた主な目的である。
【０００７】
　本考案は、このような従来の問題に鑑みてなされたものである。上記課題解決のため、
本考案は、透光性構造体を有するランプを提供することを目的とする。主に新規の透光性
構造体の構造設計を設計し、前述の従来の技術を応用する上で発生する欠点を解決させる
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、第１実施形態において、本考案が提供される微細構造を有
する透光性構造体は、複数の光線を受光させるために用いられる。前記透光性構造体は、
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第１光出射面と、前記第１光出射面に対応するように設置される第２光出射面と、前記第
２光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備える。各前記微細構造は第１構
造屈折面及び第２構造屈折面を少なくとも含む。これら前記光線の光の進行方向とこれら
前記微細構造との間は垂直干渉関係または非平行干渉関係を呈し、且つ各前記第１構造屈
折面により受光されると共に屈折された後の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ　ｆｌｕｘ）は各前
記第２構造屈折面により受光されると共に屈折された後の他の光束より多くなる。
【０００９】
　好ましくは、前記垂直干渉関係はこれら前記微細構造がこれら前記光線を完全にまたは
部分的に垂直に受光させると共に屈折させ、前記非平行干渉関係はこれら前記微細構造が
これら前記光線を完全にまたは部分的に非平行に受光させると共に屈折させる。
【００１０】
　好ましくは、これら前記微細構造はＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状光学屈折構造及び曲面
光学屈折構造の内の何れか１つまたはそれらの組み合わせである。
【００１１】
　好ましくは、これら前記微細構造中の少なくとも１組の隣接する２つの微細構造間の間
隔はこれら前記微細構造中の少なくとも他の１組の隣接する２つの微細構造間の間隔とは
異なる。
【００１２】
　好ましくは、これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔はこ
れら前記光線の光源から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がる。
【００１３】
　好ましくは、各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さはこれら前記光線の光源
から離れる方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなる。
【００１４】
　好ましくは、各前記微細構造中の前記第１構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角
の挟角は前記第２構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角より小さい。
【００１５】
　好ましくは、各前記微細構造とこれと隣接する他の前記微細構造との間は連続的に連接
、非連続的に連接または部分的に連続的に連接される配列設置方式を呈する。
【００１６】
　好ましくは、これら前記光線が未受光の場合、前記透光性構造体は視覚的透過状態とな
り、これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた場合、前記透光
性構造体が光出射状態となる。
【００１７】
　好ましくは、前記視覚的透過状態とは、前記第１光出射面の箇所から前記第２光出射面
の箇所にある少なくとも１つの物件を視覚的に透視可能な状態を指す。前記光出射状態と
は、前記透光性構造体がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた後、前記第１光出
射面から出射される光束が前記第２光出射面から出射される他の光束よりも多くなる状態
を指す。
【００１８】
　好ましくは、その材質はポリカーボネート（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ、ＰＣプラス
チック）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（Ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉ
ｌｅ　Ｂｕｔａｄｉｅｎｅ　Ｓｔｙｌｅｎｅ、ＡＢＳ樹脂）または／及びそれらの結合で
ある。
【００１９】
　好ましくは、円形の透光性構造体、方形透光性構造体、多辺形透光性構造体、または不
規則形状の透光性構造体である。
【００２０】
　好ましくは、ランプ分野、照明分野、ドア及び窓パネル、または展示フレームに応用さ
れる。
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【００２１】
　また、第２実施形態において、本考案が提供される微細構造を有する透光性構造体は、
ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる。前記透光性構造体は、第
１光出射面と、前記第１光出射面との間に光の通路を有すると共に対応するように設置さ
れる第２光出射面と、前記２面の光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備
える。これら前記微細構造がこれら前記光線を未受光の場合、前記透光性構造体は視覚的
透過状態となり、これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた場
合、前記透光性構造体が光出射状態となり、且つ前記第１光出射面から屈折されて出射さ
れる光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ　ｆｌｕｘ）は前記第２光出射面から屈折されて出射
される光線の他の光束より多い。
【００２２】
　好ましくは、前記視覚的透過状態は前記第２光出射面の箇所にある物件が視覚的に透過
可能な状態である。前記光出射状態は、これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させ
ると共に屈折させた後、前記第１光出射面から出射される光束が前記第２光出射面から出
射される他の光束より多くなる状態である。
【００２３】
　好ましくは、中空の透光性構造体であり、前記第１光出射面及び前記第２光出射面は第
１透光板体及び第２透光板体にそれぞれ位置される。前記中空の透光性構造体中の前記第
２光出射面は第２光出射内表面及び第２光出射外表面を含む。前記第２光出射内表面は、
前記第２光出射外表面よりも前記第１光出射面に更に近接し、これら前記微細構造は前記
第２光出射外表面に設置される。
【００２４】
　好ましくは、前記光の通路は隙間であり、これら前記光線を進行させるように前記第２
光出射内表面と前記第１光出射面との間に位置される。
【００２５】
　好ましくは、これら前記微細構造中の少なくとも１組の隣接する２つの微細構造間の間
隔はこれら前記微細構造中の少なくとも他の１組の隣接する２つの微細構造間の間隔とは
異なる。
【００２６】
　好ましくは、これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔は、
これら前記光線の光源から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がる。
【００２７】
　好ましくは、各前記微細構造と前記第２光出射外表面との間の深さがこれら前記光線の
光源から離れる方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなる。
【００２８】
　好ましくは、各前記微細構造は第１構造屈折面及び第２構造屈折面を含み、前記第１構
造屈折面と前記第２光出射外表面との間の鋭角の挟角は前記第２構造屈折面と前記第２光
出射外表面との間の鋭角の挟角より小さい。
【００２９】
　好ましくは、これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させ、部分
的なこれら前記光線が前記第２光出射面に平均的に分布され、且つ外に向けて平均的に放
射される。
【００３０】
　また、第３実施形態において、本考案が提供される微細構造を有する透光性構造体は、
ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる。前記透光性構造体は、こ
れら前記光線を受光させるための光入射面と、前記光入射面の一側辺に位置される第１光
出射面と、前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第１光出射面に対応するように設
置される第２光出射面と、前記第２光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも
備える。これら前記微細構造はこれら前記光線を受光させると共に屈折させてこれら前記
光線を前記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ出射させるために用いられ、
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前記第１光出射面から屈折されて出射される光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ　ｆｌｕｘ）
は前記第２光出射面から屈折されて出射される光線の他の光束より多い。
【００３１】
　好ましくは、前記光入射面及び前記第２光出射面は垂直であり、これら前記微細構造が
これら前記光線を部分的に垂直に受光させると共に屈折させ、または前記光入射面及び前
記第２光出射面は非平行であり、これら前記微細構造がこれら前記光線を部分的に非平行
に受光させると共に屈折させる。
【００３２】
　好ましくは、これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔は前
記光入射面から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がる。
【００３３】
　好ましくは、各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さが前記光入射面から離れ
る方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなる。
【００３４】
　好ましくは、各前記微細構造が第１構造屈折面及び第２構造屈折面を備える。前記第１
構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角が前記第２構造屈折面と前記第２光出
射面との間の鋭角の挟角より小さい。
【００３５】
　また、第４実施形態において、本考案が提供される微細構造を有する透光性構造体は、
ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる。前記透光性構造体は、こ
れら前記光線を受光させるための光入射面と、第１光出射面と、複数の微細構造を有する
第２光出射面とを少なくとも備える。前記第２光出射面は、前記第１光出射面との間に隙
間を空けて対応するように設置され、且つ前記第２光出射面と前記光入射面との間は垂直
設置関係または非平行設置関係を呈する。これら微細構造は、前記第１光出射面から屈折
されて出射される光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ　ｆｌｕｘ）を前記第２光出射面から屈
折されて出射される光線の他の光束より多くするために用いられる。
【００３６】
　好ましくは、前記垂直設置関係は、前記第２光出射面が前記光入射面の一側辺に垂直に
隣接し、または前記非平行設置関係は前記第２光出射面が前記光入射面の一側辺に隣接し
、且つ非垂直角度を有する。
【００３７】
　好ましくは、これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔は前
記光入射面から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がる。
【００３８】
　好ましくは、前記第２光出射面は、第２光出射内表面及び第２光出射外表面を含み、前
記第２光出射内表面は前記第１光出射面に対応させ、これら前記微細構造は前記第２光出
射外表面に設置される。前記隙間は、これら前記光線を進行させるように前記第２光出射
内表面と前記第１光出射面との間に位置される。
【００３９】
　また、第５実施形態において、本考案が提供される透光性構造体を有するランプは、ラ
ンプ本体と、前記ランプ本体に設置され、且つ制御回路基板に応じて複数の光線を発生さ
せる少なくとも１つの発光素子と、前記ランプ本体に結合される透光性構造体とを少なく
とも備える。前記透光性構造体は、これら前記光線を受光させるための光入射面と、前記
光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、前記光入射面の他側辺に位置され、且つ
前記第１光出射面に対応させる第２光出射面と、前記第２光出射面に設置される複数の微
細構造とを少なくとも含む。これら前記微細構造中の少なくとも１つの微細構造の設置方
式はこれら前記微細構造中の少なくとも他の微細構造の設置方式とは相違し、これら前記
微細構造により受光されると共に屈折されるこれら前記光線が前記第１光出射面から屈折
されて出射されると光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）が前記第２光出射面から
屈折されて出射される光線の他の光束より多くなる。
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【００４０】
　好ましくは、これら前記微細構造はＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状光学屈折構造、及び曲
面光学屈折構造の内の何れか１つまたは／及びそれらの組み合わせである。
【００４１】
　好ましくは、前記設置方式はこれら前記微細構造中の何れか２つの隣接する前記微細構
造間の間隔が前記少なくとも１つの発光素子から離れる位置方向に沿って徐々に狭まるま
たは徐々に広がる。
【００４２】
　好ましくは、前記設置方式は各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さが前記少
なくとも１つの発光素子から離れる位置方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くな
る。
【００４３】
　好ましくは、前記設置方式は各前記微細構造が第１構造屈折面及び第２構造屈折面を含
む。前記第１構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角は前記第２構造屈折面と
前記第２光出射面との間の鋭角の挟角より小さい。
【００４４】
　好ましくは、前記設置方式は各前記微細構造とこれと隣接する他の前記微細構造との間
が連続的に連接、非連続的に連接、または部分的に連続的に連接される配列設置方式を呈
する。
【００４５】
　好ましくは、前記ランプ本体はガイド溝を有する結合構造を備え、前記透光性構造体は
前記ガイド溝により前記少なくとも１つの発光素子と組み立てられると共に連通される。
【００４６】
　好ましくは、前記結合構造は複数の放熱フィンを有し、且つこれら前記放熱フィン及び
前記第２光出射面は同側に位置される。
【００４７】
　好ましくは、受動型赤外線人体センサー（ＰＩＲ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｓｅｎｓｏｒ）及び
マイクロ波（Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ）センサーの内の何れか１つを更に含み、前記制御回路
基板に電気的に接続される。前記受動型赤外線人体センサーまたは前記マイクロ波センサ
ーは、物件を感知させた際に前記制御回路基板を駆動させて前記少なくとも１つの発光素
子がこれら前記光線を発生させるように制御を行う。
【００４８】
　また、第６実施形態において、本考案が提供される微細構造を有する透光性構造体は、
複数の光線を受光させるために用いられる。前記透光性構造体は、第１光出射面と、前記
第１光出射面に対応させて設置される第２光出射面と、前記第２光出射面に設置される複
数の微細構造とを少なくとも備える。各前記微細構造は、第１構造屈折面及び第２構造屈
折面を少なくとも備える。これら前記光線の光の進行方向とこれら前記微細構造との間は
垂直干渉関係または非平行干渉関係を呈し、これら前記光線が前記第１光出射面及び前記
第２光出射面からそれぞれ屈折されて出射される。
【００４９】
　また、第７実施形態において、本考案が提供される微細構造を有する透光性構造体は、
ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる。前記透光性構造体は、第
１光出射面と、前記第１光出射面との間に光の通路を有すると共に対応するように設置さ
れる第２光出射面と、前記２面の光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備
える。これら前記微細構造がこれら前記光線を未受光の場合、前記透光性構造体が視覚的
透過状態となり、これら前記微細構造が前記第１光出射面及び前記第２光出射面からこれ
ら前記光線をそれぞれ受光させると共に屈折させると、前記透光性構造体が光出射状態と
なる。
【００５０】
　さらに、第８実施形態において、本考案が提供される微細構造を有する透光性構造体は
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、ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる。前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、第１光出射面と、複数の微細構造を有す
る第２光出射面とを少なくとも備える。前記第２光出射面は前記第１光出射面との間に隙
間を空けて対応するように設置され、且つ前記第２光出射面と前記光入射面との間は垂直
設置関係または非平行設置関係を呈する。
【００５１】
　なお、第９実施形態において、本考案が提供される透光性構造体を有するランプは、ラ
ンプ本体と、前記ランプ本体に設置され、且つ制御回路基板に応じて複数の光線を発生さ
せる少なくとも１つの発光素子と、前記ランプ本体に結合される透光性構造体であって、
且つ前記少なくとも１つの発光素子は前記透光性構造体の周囲に隣接する箇所に設置され
ることとを少なくとも備える。前記透光性構造体は、これら前記光線を受光させるための
光入射面と、前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、前記光入射面の他側辺
に位置され、且つ前記第１光出射面に対応させる第２光出射面と、前記第２光出射面に設
置される複数の微細構造とを少なくとも含む。これら微細構造中の少なくとも１つの微細
構造の設置方式はこれら前記微細構造中の少なくとも他の微細構造の設置方式とは相違し
、これら前記微細構造により受光されると共に屈折されるこれら前記光線が前記第１光出
射面及び前記第２光出射面からそれぞれ屈折されて出射される。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１Ａ】本考案の第１実施形態を示す斜視概略図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示すランプを他の角度から見た斜視概略図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示すランプにおける一部構造の分解図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示すランプにおける一部構造を他の角度から見た分解図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示す各部分微細構造が透光性構造体に適用される一部拡大図である。
【図２Ａ】本考案の第２実施形態の透光性構造体を示す斜視概略図である。
【図２Ｂ】図２Ａに示す透光性構造体を示す一部構造の断面概略図である。
【図２Ｃ】図２Ａに示す透光性構造体の光束を応用する概略図である。
【図２Ｄ】図２Ａに示す透光性構造体の光束を応用する概略図である。
【図３】本考案の第３実施形態における一部素子を示す断面概略図である。
【図４】本考案の第４実施形態における一部素子を示す断面概略図である。
【図５】本考案の第５実施形態における一部素子を示す傾斜概略図である。
【図６】本考案の第６実施形態における一部素子を示す傾斜概略図である。
【図７Ａ】本考案の第７実施形態における一部素子を示す傾斜概略図である。
【図７Ｂ】図７Ａに示す透光性構造体の第７実施形態での使用状態図である。
【考案を実施するための形態】
【００５３】
　以下に図面を参照して、本考案を実施するための形態について、詳細に説明する。なお
、本考案は、以下に説明する実施形態に限定されるものではない。
【００５４】
　（第１実施形態）
　図１Ａ乃至図１Ｅは、それぞれ本考案の好ましい第１実施形態を示す斜視概略図、一部
構造の分解図、及び図１Ａに示す各部分微細構造が透光性構造体に適用される一部拡大図
である。
【００５５】
　図１Ａ乃至図１Ｂに示すように、ランプ１０は透光性構造体１００及びランプ本体１５
０を備え、且つ前記ランプ本体１５０は結合構造１２０と、制御回路基板１３０と、セン
サー１４０とを含む。本実施形態の図１Ｃ乃至図１Ｄに示すように、本実施形態に係る透
光性構造体１００及び結合構造１２０は左右両側が対称であり、且つ同じ部材構造を有す
る。このため、透光性構造体１００及び結合構造１２０の右側辺の部材構造のみ示し、本
考案の主要な技術的特徴について詳細に説明する。
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【００５６】
　本実施形態に係る透光性構造体１００は、光入射面１０１と、第１光出射面１０２と、
第２光出射面１０３と、複数の微細構造１１０とを備える。第１光出射面１０２及び第２
光出射面１０３は、光入射面１０１の第１側辺１０１ａ及び第２側辺１０１ｂにそれぞれ
隣接し、第１光出射面１０２は第２光出射面１０３に対応させる。これら前記微細構造１
１０は、第２光出射面１０３に位置され、これら前記微細構造１１０はＶ字状光学屈折構
造、Ｕ字状光学屈折構造、及び曲面光学屈折構造の内の何れか１つまたは／及びそれらの
組み合わせである。本実施形態は、Ｖ字状光学屈折構造１１０について説明するが、但し
、実用においては本実施形態に制限されない。
【００５７】
　また、本実施形態に係る透光性構造体１００は、閉鎖型の中実の薄型透光性構造体であ
るが、実際の運用ではこれに限られず、閉鎖型の中空の透光性構造体や半閉鎖型の中空ま
たは中実の透光性構造体等の各種の均等な変化も全て本考案の考案概念または創作概念の
実施運用例に含まれる。
【００５８】
　さらに、結合構造１２０は、第１側面１２０ａと、第２側面１２０ｂと、第３側面１２
０ｃと、ガイド溝１２１とを備え、ガイド溝１２１は第１開口側１２１ａ及び第２開口側
１２１ｂを含み、且つ第１開口側１２１ａ及び第２開口側１２１ｂは第１側面１２０ａ及
び第２側面１２０ｂにそれぞれ位置される。すなわち、ガイド溝１２１は、結合構造１２
０の中に連通され、光線が結合構造１２０の第１側面１２０ａ（すなわち、ガイド溝１２
１の第１開口側１２１ａ）から結合構造１２０の第２側面１２０ｂ（すなわち、ガイド溝
１２１の第２開口側１２１ｂ）まで進行する。すなわち、本実施形態はガイド溝１２１を
介して結合構造１２０の中に連通され、同時に透光性構造体１００が部分的にその中に位
置を制限され、光線がガイド溝１２１を経由した後、光入射面１０１から受光されると共
に屈折される。当然ながら、他の実施形態では、結合構造の構造設計は本実施形態に制限
されず、他の位置制限構造または位置制限手段により同じ効果を達成させてもよい。
【００５９】
　制御回路基板１３０は、複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）等の発光素子１３１を備え、
制御回路基板に応じて複数の光線を発生させる。本実施形態のセンサー１４０は、受動型
赤外線人体センサー１４０を例に説明する。前記受動型赤外線人体センサー１４０は、ラ
ンプ本体１５０の底部に位置されると共に前述の制御回路基板１３０に電気的に接続され
、物件を感知させた際に制御回路基板を駆動させてこれら前記発光素子１３１がこれら前
記光線を発生させるように制御を行う。然しながら、センサー１４０は実用において上述
の受動型赤外線人体センサー以外にも、マイクロ波（Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ）センサー等の
他の各種のセンサーが応用されてもよい。すなわち、この例では、受動型赤外線人体セン
サー１４０を例に説明するが、これは本実施形態を制限するものではない。
【００６０】
　次いで、上述の各部材の連結関係及び作動関係について説明する。結合構造１２０は、
制御回路基板１３０及び透光性構造体１００の装設及び位置制限に用いられ、これらを結
合構造１２０の第１側面１２０ａ及び第２側面１２０ｂにそれぞれ位置させる。また、ガ
イド溝１２１の第１開口側１２１ａ及び第２開口側１２１ｂを介して制御回路基板１３０
及び透光性構造体１００を互いに連通させ、透光性構造体１００の光入射面１０１に制御
回路基板１３０上のこれら前記発光素子１３１が発生させたこれら前記光線を受光させる
。本実施形態のこれら前記発光素子１３１は、透光性構造体１００の外部に位置され、且
つ光入射面１０１との間に一定の距離を開くが、実際の運用ではこの限りではない。これ
ら前記発光素子１３１を可能な限り光入射面１０１に隣接するように配置し、光入射面１
０１の入光量を増加させてもよい。
【００６１】
　更に、透光性構造体１００は、光入射面１０１を介してこれら前記光線を受光させ、且
つ第２光出射面１０３に位置されるこれら前記Ｖ字状光学屈折構造１１０はこれら前記光
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線を受光させると共に屈折させるために用いられ、前記第１光出射面から屈折されて出射
される光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ　ｆｌｕｘ）を前記第２光出射面から屈折されて出
射される光線の他の光束よりも多くする。すなわち、本実施形態中の光入射面１０１は、
光線の入射面であり、第１光出射面１０２は主要な光線の出射面であり、第２光出射面１
０３は光線の屈折面である。また、第２光出射面１０３に位置されるこれら前記Ｖ字状光
学屈折構造１１０は、これら前記光線を受光させると共に屈折させ、第１光出射面１０２
から出射される光束を第２光出射面１０３から出射される他の光束より多くする。
【００６２】
　すなわち、これら前記光線は、全て第１光出射面１０２及び第２光出射面１０３から外
に向けて透過され、２面の光出射面から共に出射されることに相当する。但し、第１光出
射面１０２の光束は前記第２光出射面の他の光束の少なくとも２倍から４倍であるが、こ
れに限られず、必要に応じて構造設計を調整してもよく、後述の好ましい第２実施形態に
おいて光束Ｌ１と他の光束Ｌ２の関係についてより詳しく説明する。
【００６３】
　ちなみに、本考案に係る透光性構造体１００は、主にこれら前記Ｖ字状光学屈折構造１
１０中の任意の２つの隣接するＶ字状光学屈折構造間の間隔が完全に同じであるか、部分
的に同じであるか、完全に相違する。これにより、ランプ１０全体の光束（すなわち、業
界でいうところの器具効率）を増やし、光の出射範囲を広げる。
【００６４】
　詳しくは、図１Ｅに示すように、本実施形態では、透光性構造体１００として平面の透
光性構造体が採用され、且つこれら前記Ｖ字状光学屈折構造は第２光出射面１０３に分布
配列される。第２光出射面１０３はＡ１領域のＶ字状光学屈折構造１１０ａ及びＢ１領域
のＶ字状光学屈折構造１１０ｂを更に備える。Ａ１領域のＶ字状光学屈折構造１１０ａは
光入射面１０１に近接し、前述の光線入射面に近接することに相当する。Ｂ１領域のＶ字
状光学屈折構造１１０ｂは光入射面１０１から離れ、光源から離れることに相当する。
【００６５】
　そして、Ａ１領域中の各Ｖ字状光学屈折構造１１０ａ間の間隔は等しく、図１Ｄに示す
ように、間隔ａ１は間隔ａ２に等しい。反対に、Ｂ１領域中のこれら前記Ｖ字状光学屈折
構造１１０ｂ中の任意の２つの隣接するＶ字状光学屈折構造１１０ｂ間の間隔ｂ１、ｂ２
、ｂ３、ｂ４、ｂ５は光入射面１０１から離れる方向に沿って徐々に狭まってゆく。図１
Ｂに示すように、間隔ｂ５は間隔ｂ４より小さく、間隔ｂ４は間隔ｂ３より小さく、間隔
ｂ３は間隔ｂ２より小さく、間隔ｂ２は間隔ｂ１より小さい。
【００６６】
　すなわち、これら前記Ｖ字状光学屈折構造１１０、１１０ａ、１１０ｂの内の何れか２
つの隣接する前記Ｖ字状光学屈折構造間の間隔ａ１、ａ２、ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４、ｂ
５は実際のランプ製品の照明効果の需要に応じてこれら前記発光素子１３１から離れる位
置方向に沿って（光入射面１０１から離れる）これら前記間隔ａ１、ａ２、ｂ１、ｂ２、
ｂ３、ｂ４、ｂ５が等しくなるように調整されるか、徐々に狭まるまたは徐々に広がる設
計とし、第２光出射面１０３に分布配列される。
【００６７】
　このように、透光性構造体１００はこれら前記光線がこれら前記Ｖ字状光学屈折構造１
１０、１１０ａ、１１０ｂにより受光されると共に屈折され、屈折後の部分的なこれら前
記光線が第１光出射面１０２に平均的に分布される。これにより、第１光出射面１０２か
ら透過される光束（器具効率）が増え、光の出射範囲が広がり、光点の発生が効果的に減
少する。
【００６８】
　透光性構造体中の微細構造の設計は、上述の好ましい第１実施形態のこれら前記間隔ａ
１、ａ２、ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４、ｂ５を変化させて調整させる以外、当然ながら他の
好ましい実施態様の設計もあり、以下では好ましい第２実施形態について説明する。
【００６９】
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　（第２実施形態）
　図２Ａ乃至図２Ｄは、それぞれ本考案の好ましい第２実施形態に係る透光性構造体の斜
視概略図、一部構造の一部断面拡大図、及び図２Ａに示す透光性構造体が発生させる光束
を応用する概略図である。
【００７０】
　図２Ａ乃至図２Ｄに示すように、本実施形態に係る透光性構造体２００は光入射面２０
１と、第１光出射面２０２と、第２光出射面２０３と、複数の微細構造２１０とを備える
。第１光出射面２０２及び第２光出射面２０３は光入射面２０１の両側辺にそれぞれ隣接
し、第１光出射面１０２を第２光出射面１０３に対応させる。これら前記微細構造２１０
は同様に第２光出射面２０３に位置される。これら前記微細構造２１０についてＶ字状光
学屈折構造２１０を例に説明し、且つＶ字状光学屈折構造２１０ａ１が第１構造屈折面２
１１ａ及び第２構造屈折面２１１ｂを少なくとも備えることについて説明する。また、第
１構造屈折面２１１ａ及び第２構造屈折面２１１ｂは第２光出射面との間に鋭角の角度θ
１、θ２がそれぞれ形成される。
【００７１】
　好ましい第２実施形態において、透光性構造体２００がこれら前記Ｖ字状光学屈折構造
２１０中の各Ｖ字状光学屈折構造２１０と第２光出射面２０３との間の深さの違い、及び
第２光出射面２０３における各Ｖ字状光学屈折構造２１０の切削面の幅の違いによりＶ字
状光学屈折構造２１０全体の光出射品質をどのように向上させるかについて明確に説明す
る。すなわち、第１光出射面の光束を効果的に増加させ、光の出射範囲を広げ、光点の発
生を効果的に減少させる。
【００７２】
　詳しくは、図２Ｂに示すように、第２光出射面２０３においてＶ字状光学屈折構造２１
０は同様にＡ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ａ及びＢ２領域のＶ字状光学屈折構造２
１０ｂを備える。Ａ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ａは複数のＶ字状光学屈折構造２
１０ａ１、２１０ａ２、２１０ａ３を含み、Ｂ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ｂは複
数のＶ字状光学屈折構造２１０ｂ１、２１０ｂ２、２１０ｂ３、２１０ｂ４、２１０ｂ５
を含む。
【００７３】
　さらに、Ａ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ａ１、２１０ａ２、２１０ａ３は光入射
面２０１に近接し、Ｂ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ｂ１、２１０ｂ２、２１０ｂ３
、２１０ｂ４、２１０ｂ５は光入射面２０１から離れる。すなわち、Ａ２領域のＶ字状光
学屈折構造２１０ａ１、２１０ａ２、２１０ａ３はＢ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０
ｂ１、２１０ｂ２、２１０ｂ３、２１０ｂ４、２１０ｂ５よりも光源に更に近接する。
【００７４】
　図２Ｂから分かるように、Ａ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ａ１、２１０ａ２、２
１０ａ３と第２光出射面２０３との間の深さｃ１、ｃ２、ｃ３は光入射面２０１から離れ
る方向に沿って徐々に深くなる。すなわち、深さｃ１は深さｃ２より浅く、深さｃ２は深
さｃ３より浅い。第２光出射面２０３におけるＢ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ｂ１
、２１０ｂ２、２１０ｂ３、２１０ｂ４、２１０ｂ５の切削面の幅ｄ１、ｄ２、ｄ３、ｄ
４、ｄ５は光入射面２０１から離れる方向に沿って徐々に広くなる。すなわち、切削面の
幅ｄ１は切削面の幅ｄ２より狭く、切削面の幅ｄ２は切削面の幅ｄ３より狭く、切削面の
幅ｄ３は切削面の幅ｄ４より狭く、切削面の幅ｄ４は切削面の幅ｄ５より狭い。
【００７５】
　また、図２Ｃ及び図２Ｄを参照し、Ｖ字状光学屈折構造２１０ａ１中の第１構造屈折面
２１１ａと第２光出射面２０３との間の鋭角の挟角θ１は第２構造屈折面２１１ｂと第２
光出射面２０３との間の鋭角の挟角θ２より小さく、第１構造屈折面２１１ａの屈折面積
が第２構造屈折面２１１ｂの屈折面積より大きくなり、これにより各第１構造屈折面２１
１ａにより受光されると共に屈折された後の光束Ｌ１が各前記第２構造屈折面２１１ｂに
より受光されると共に屈折された後の他の光束Ｌ２よりも多くなる。本考案がここで指す
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光束は業界で言うところの光線の器具効率に相当する。すなわち、本実施形態の第１光出
射面２０２の器具効率は第２光出射面２０３の器具効率より高い。
【００７６】
　なお、本実施形態の各Ｖ字状光学屈折構造２１０とこれらと隣接する他のＶ字状光学屈
折構造２１０と間は非連続的に連接される配列設置方式となる。然しながら、他の実施形
態においては連続的に連接、非連続的に連接または部分的に連続的に連接される配列設置
方式でもよく、透光性構造体及び光源設計の実際の需要に応じて変更可能であり、本実施
形態により制限するものではない。
【００７７】
　当然ながら、上述の各部材は本技術分野に習熟する者ならば様々な均等な変更や設計を
行うことができる。また、実際の運用における必要に応じた各部材の構造設計及び規格の
調整も可能であり、本実施形態を以って制限するものではない。
【００７８】
　例えば、透光性構造体は上述の平面の透光性構造体のほか、弧面の透光性構造体及び曲
面の透光性構造体の内の何れか１つでもよく、上述の実施形態により制限するものではな
い。また、透光性構造体の外観形状の違いに合わせて任意の２つの隣接する微細構造間の
間隔、各微細構造及び第２光出射面の深さ、切削面の幅及び鋭角の角度を異なる設計に変
更し、実際の製品の効果及び照明効果の需要に対応させても良い。よって、この効果を達
成させる各種の均等な構造も本考案の権利の保護範囲に含まれる。
【００７９】
　ここでは、本考案の好ましい第３実施形態及び好ましい第４実施形態について説明する
。図３及び図４はそれぞれ好ましい第３実施形態における一部素子の断面概略図、及び好
ましい第４実施形態における一部素子の断面概略図である。
【００８０】
　（第３実施形態）
　図３に示すように、本実施形態は好ましい第３実施形態のランプ３０中の一部素子を例
に本考案の主な考案概念を説明する。本実施形態は前述の実施形態と同様に透光性構造体
３００と、結合構造３２０と、制御回路基板３３０とを備える。透光性構造体３００は光
入射面３０１と、第１光出射面３０２と、第２光出射面３０３と、複数の微細構造３１０
とを含み、例えば、前述の実施形態のＶ字状光学屈折構造である。第１光出射面３０２及
び第２光出射面３０３は光入射面３０１の第１側辺３０１ａ及び第２側辺３０１ｂにそれ
ぞれ隣接し、第１光出射面３０２を第２光出射面３０３に対応させる。また、これら前記
Ｖ字状光学屈折構造３１０は第２光出射面３０３に位置され、Ａ３領域のＶ字状光学屈折
構造３１０ａ及びＢ２領域のＶ字状光学屈折構造３１０ｂを備える。
【００８１】
　ちなみに、この例では複数の放熱フィン３２１を増設させており、結合構造３２０の一
部は第１側面３２０ａと、第２側面３２０ｂと、第３側面３２０ｃと、ガイド溝３２２と
を含む。これら前記放熱フィン３２１は第３側面３２０ｃに配列され、ガイド溝３２２は
開口側３２２ａを備える。また、ガイド溝３２２は第２側面３２０ｂと第３側面３２０ｃ
との間に位置される。開口側３２２ａは透光性構造体３００に結合させるために用いられ
、且つ光入射面３０１が開口側３２２ａに緊密に配置される。制御回路基板３３０は少な
くとも１つの発光素子３３１を具備し、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）であり、制御
回路基板３３０に応じて複数の光線を発生させるために用いられ、且つガイド溝３２２か
ら光線が漏れないようにして光入射面３０１の箇所まで完全に進行させる。
【００８２】
　さらに、光入射面３０１に近接するＡ３領域中の任意の２つの隣接するＶ字状光学屈折
構造３１０ａの間隔は互いに等しく、光入射面３０１から離れるＢ３領域中の任意の２つ
の隣接するＶ字状光学屈折構造３１０ｂの間隔は前記少なくとも１つの発光素子３３１か
ら離れる位置方向に沿って徐々に狭くなる。これにより、第１光出射面３０２においてラ
ンプ３０全体の器具効率が向上し、同時に光点の発生も減少する。



(17) JP 3220749 U 2019.4.4

10

20

30

40

50

【００８３】
　然しながら、本実施形態の前述の実施形態との差異は、本実施形態に係る透光性構造体
３００が弧面の透光性構造体３００であり、且つ前記弧面の透光性構造体３００の外観形
状に対応させるため第１光出射面３０２が凸面となり、第２光出射面３０３が凹面となり
、これら前記Ｖ字状光学屈折構造３１０が第２光出射面３０３（凹面）上に分布配列され
る点である。これにより、受光されると共に屈折された後の部分的な光線が前記第１光出
射面３０２（凸面）から外に向けて拡散され、ランプ３０全体の光の出射範囲が広がる。
例えば、透光性構造体３００は屋外の電灯や街灯に運用され、これら前記Ｖ字状光学屈折
構造３１０が凹面上に分布配列されるため光線が外に向けて拡散され、全体的な光の出射
範囲が広がり、夜間の通行者の視野が広がる。
【００８４】
　一方、本考案に係るランプはＶ字状光学屈折構造の設置位置を変更することで他の照明
効果を発生させることができる。本実施形態は第４実施形態に係るランプ４０中の一部素
子を例にし、他の照明効果を如何に発生させるかについて説明する（図４参照）。
【００８５】
　（第４実施形態）
　図４に示すように、本実施形態は前述の実施形態と同様に透光性構造体４００と、結合
構造４２０と、制御回路基板４３０とを備える。透光性構造体４００は光入射面４０１と
、第１光出射面４０２と、第２光出射面４０３と、複数の微細構造４１０とを更に含み、
例えば、前述の実施形態のＶ字状光学屈折構造である。第１光出射面４０２及び第２光出
射面４０３は光入射面４０１の第１側辺４０１ａ及び第２側辺４０１ｂにそれぞれ隣接し
、第１光出射面４０２を第２光出射面４０３に対応させる。また、これら前記Ｖ字状光学
屈折構造４１０は第２光出射面４０３に位置され、Ａ４領域のＶ字状光学屈折構造４１０
ａ及びＢ４領域のＶ字状光学屈折構造４１０ｂを備える。
【００８６】
　結合構造４２０の一部は第１側面４２０ａと、第２側面４２０ｂと、第３側面４２０ｃ
と、複数の放熱フィン４２１と、ガイド溝４２２とを更に備える。これら前記放熱フィン
４２１は第３側面４２０ｃに配列され、ガイド溝４２２は開口側４２２ａを含み、且つガ
イド溝４２２は第２側面４２０ｂと第３側面４２０ｃとの間に位置される。開口側４２２
ａは透光性構造体４００に結合させるために用いられ、光入射面４０１を開口側４２２ａ
に緊密に配置させる。制御回路基板４３０は少なくとも１つの発光素子４３１を含み、例
えば発光ダイオード（ＬＥＤ）であり、制御回路基板４３０に応じて複数の光線を発生さ
せるために用いられ、且つガイド溝４２２を経由させて光線を漏らさずに光入射面４０１
の箇所まで完全に進行させる。
【００８７】
　さらに、光入射面４０１に近接するＡ４領域中の任意の２つの隣接するＶ字状光学屈折
構造４１０ａの間隔は互いに等しく、光入射面４０１から離れるＢ４領域中の任意の２つ
の隣接するＶ字状光学屈折構造４１０ｂの間隔は前記少なくとも１つの発光素子４３１か
ら離れる位置方向に沿って徐々に狭くなる。これにより、第１光出射面４０２においてラ
ンプ全体の器具効率が高まり、同時に光点の発生も減少する。
【００８８】
　然しながら、本実施形態の前述の実施形態との差異は、本実施形態に係る透光性構造体
４００は同様に弧面の透光性構造体であるが、但し、前記弧面の透光性構造体の外観形状
に対応させるため第１光出射面４０２は凹面とし、第２光出射面４０３は凸面とする。ま
た、これら前記Ｖ字状光学屈折構造４１０は第２光出射面４０３（凸面）上に分布配列さ
れ、受光されると共に屈折された後の部分的な光線が前記第１光出射面４０２（凹面）の
外から内に向けて集中され、ランプ４０全体の光の出射範囲が特定の領域中に集中する。
例えば、透光性構造体４００がテーブルランプに運用され、これら前記Ｖ字状光学屈折構
造４１０が凸面上に分布配列されることにより光線がテーブル面に集中し、使用者が閲読
しやすくなる。
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【００８９】
　ちなみに、微細構造の一部は透光性構造体の外観形状に適合させ、Ｖ字状光学屈折構造
、Ｕ字状光学屈折構造及び曲面光学屈折構造の内の何れか１つまたはそれらの組み合わせ
を選択し、同時に透光性構造体の外観形状及び発光素子の設置位置に基づいて任意の２つ
の隣接する微細構造間の間隔を相違するように設計し、且つ各微細構造及び前記微細構造
に設置される光出射面の間の深さ、切削面の幅及び鋭角の角度を調整する。
【００９０】
　つまり、透光性構造体が曲面の透光性構造体である場合、第２光出射面（光線屈折面）
の凸面及び凹面に対応するように任意の２つの隣接する微細構造間の間隔が徐々に狭まる
及び徐々に広くなるように設計する。或いは、複数の発光素子が透光性構造体の両側辺に
設置される場合、任意の２つの隣接する微細構造間の間隔が前記両側辺に沿って透光性構
造体の中央部に向けて徐々に狭まるように設計する。さらに、曲面の弧度の深さに基づい
て微細構造の全体の高さ及び切削面の幅に対応するように設計する。すなわち、各微細構
造と前記微細構造に設置される光出射面との間の深さ、切削面の幅及び鋭角の角度の調整
を行う。
【００９１】
　すなわち、微細構造の高さ（すなわち、切削面の深さ）は複数の発光素子から離れる方
向にかけて徐々に増してゆき、これは切削面の深さが徐々に深まることに相当する。例え
ば、好ましい第１実施形態では、透光性構造体１００のＢ１領域のＶ字状光学屈折構造１
１０ｂの高さがＡ１領域のＶ字状光学屈折構造１１０ａの高さより高く、好ましい第２実
施形態では、透光性構造体２００のＢ２領域のＶ字状光学屈折構造２１０ｂの高さがＡ２
領域のＶ字状光学屈折構造２１０ｂの高さより高い。すなわち、本考案に係る微細構造の
設計は全体的な微細構造間の間隔、各微細構造の鋭角の角度、高さ及び切削面の幅を複数
の発光素子の設置位置に対応するように調整させる。
【００９２】
　これ以外にも、透光性構造体の外観形状は前述の実施形態の長方形以外にも円形、楕円
形、多角形（すなわち、多辺形）、または不規則形状でもよく、例えば三角形、四角形、
五角形、六角形等でもよい。或いは、特殊なデザインの花模様、雲模様、幾何形状等でも
よい。透光性構造体の外観形状が円形、楕円形、または不規則形状である場合、発光素子
の設置位置は透光性構造体の中心点に設置され、選択されたＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状
光学屈折構造、及び曲面光学屈折構造の内の何れか１つまたはそれらの組み合わせが発光
素子を中心として第２光出射面に放射状に配列されてもよい（光線屈折面）。
【００９３】
　または、透光性構造体が半球体、球体、或いは他の特殊な造形の立体形状である場合、
透光性構造体中に設置される微細構造を少なくとも１つの発光素子の設置位置または複数
の光源に応じてその構造設計を調整してもよく、光源の強弱に合わせて透光性構造体を多
種多様な状態にし、視覚的透過状態、光出射状態、或いは部分的な光出射状態等にする。
これにより、多種多様な光学的視覚効果を有する。
【００９４】
　（第５実施形態）
　上記のように、好ましい第５実施形態及び好ましい第６実施形態の例について説明する
。図５及び図５はそれぞれ好ましい第５実施形態における透光性構造体の斜視概略図及び
好ましい第６実施形態における透光性構造体の斜視概略図である。
【００９５】
　図５に示すように、本実施形態の透光性構造体５００は円形の透光性構造体５００であ
り、光入射面５０１と、第１光出射面５０２と、第２光出射面５０３と、複数の微細構造
５１０とを備える。透光性構造体５００は光源に近接し、且つ前記光源は光入射面５０１
に位置されるか近接し、透光性構造体５００の円心箇所に相当する。また、これら前記微
細構造５１０の内の任意の２つの隣接する微細構造５１０の間隔は光入射面５０１から外
に向けて徐々に狭くなり、且つ微細構造５１０の深さ及び切削面の幅も同様に外に向けて
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徐々に深くなるか徐々に広くなる。すなわち、微細構造５１０の切削の深さ及び幅が円心
箇所から外に向けて徐々に増してゆく。
【００９６】
　（第６実施形態）
　反対に、図６を参照し、この実施形態に係る透光性構造体６００も同様に円形の透光性
構造体６００であり、光入射面６０１と、第１光出射面６０２と、第２光出射面６０３と
、複数の微細構造６１０とを備える。本実施形態の前述の実施形態との差異は、本実施形
態に係る光入射面６０１は円形の透光性構造体６００の円周箇所に位置され、円周箇所か
ら円心箇所に向けて屈折される複数の光線を受光させるために用いられ、発光素子が円周
箇所（光入射面６０１）に設置され、且つ発生したこれら前記光線を円心箇所に向けて進
行させることに相当する点である。
【００９７】
　すなわち、これら前記光線の光の進行方向とこれら前記微細構造６１０との間が垂直干
渉関係または非平行干渉関係を呈し、且つ第１光出射面６０２を経て透過される光束が第
２光出射面６０３を経て透過される他の光束より多くなる。前記垂直干渉関係はこれら前
記微細構造６１０がこれら前記光線を完全にまたは部分的に垂直に受光させると共に屈折
させることであり、前記非平行干渉関係はこれら前記微細構造６１０がこれら前記光線を
完全にまたは部分的に非平行に受光させると共に屈折させることである。
【００９８】
　そして、これら前記微細構造６１０の内の任意の２つの隣接する微細構造６１０の間隔
は光入射面６０１から内に向け徐々に狭くなり、且つ微細構造６１０の深さ及び切削面の
幅も同様に内に向けて徐々に深くなるか徐々に広くなる。すなわち、微細構造６１０の切
削の深さ及び幅が円周箇所から内に向けて徐々に増してゆく。
【００９９】
　ちなみに、本考案の透光性構造体は第２光出射面に位置される複数の微細構造の構造設
計によりこれら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させることにより
、第１光出射面から屈折されて出射される光線の光束が第２光出射面から屈折されて出射
される光線の他の光束よりも明らかに多くなる。よって、透光性構造体が光線を受光させ
たか否かに応じてそれぞれ視覚的透過状態及び光出射状態となる。好ましい第７実施形態
を例にして説明すると、本考案に係る透光性構造体は他の分野で運用される。
【０１００】
　（第７実施形態）
　本考案の透光性構造体は上述のランプ分野以外にも他の照明分野、ドア及び窓パネル、
展示フレーム、ショーウィンドウ等にも更に応用される。本実施形態では透明なウィンド
ウパネル７０を例に説明する。図７Ａ及び図７Ｂはそれぞれ本考案の好ましい第７実施形
態における一部素子の斜視概略図及び使用状態図である。図７Ａ及び図７Ｂに示すように
、本実施形態に係る透明なウィンドウパネル７０は透光性構造体７００及び発光素子７３
を備え、透光性構造体７００は２面の光入射面７０１と、第１光出射面７０２と、第２光
出射面７０３と、複数の微細構造７１０とを含む。発光素子７３は２つの発光ダイオード
バー７３１、７３２または２つの発光ダイオードライトストリップ７３１、７３２である
。
【０１０１】
　２面の光入射面７０１は透光性構造体７００の相互に対応し合う左右両側辺である。当
然ながら、他の実施形態では透光性構造体７００の相互に対応し合う上下両側辺でもよく
、第２光出射面７０３は第１光出射面７０２よりも物件８０に更に近接する。すなわち、
本考案に係る透明なウィンドウパネル７０の第１光出射面７０２は外に向けて表示される
滑らかな透光表面であり、第２光出射面７０３は内部に向けられて内部に展示される物件
８０に近接する。また、これら前記微細構造７１０は前記第２光出射面７０３に設置され
、２面の光入射面７０１から複数の光線を受光させると共に屈折させるために用いられる
。これら前記微細構造７１０の構造設計は光源の設置位置（すなわち、発光素子７３、７
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３１、７３２の設置位置）に対応させ、透光性構造体７００の左右両側辺から中央箇所に
向けて徐々に深くなり、且つこれら前記微細構造７１０の内の任意の２つの隣接する前記
微細構造７１０間の間隔が徐々に狭くなる。
【０１０２】
　当然ながら、微細構造７１０の構造設計は、例えば、互いの間の間隔、微細構造の切削
の深さ、鋭角の角度及び切削面の幅が光源の設置位置に基づいて調整されるほか、光源の
強弱（発光素子の仕事率）に基づいて対応する構造設計が調整され、微細構造の実際の使
用態様は上述の全ての好ましい実施形態によって制限はされない。
【０１０３】
　発光素子７３の２つの発光ダイオードバー７３１、７３２または２つの発光ダイオード
ライトストリップ７３１、７３２は２面の光入射面７０１の箇所にそれぞれ位置されるか
設置され、且つ感知された周囲の環境の輝度または制御回路基板の命令信号に応じてこれ
ら前記光線を発生させる。
【０１０４】
　続いて、透明なウィンドウパネル７０の実際の運用方式は百貨店のショーウィンドウや
歩道にあるバス停等に応用される。先ず、ショーウィンドウについて説明する。発光素子
７３が複数の光線を未発生の場合、透明なウィンドウパネル７０がこれら前記光線を受光
させずに視覚的透過状態となる。発光素子７３がこれら前記光線を発生させると、これら
前記微細構造７１０がこれら前記光線を受光させると共に屈折させて光出射状態となる。
前記視覚的透過状態とは前記第１光出射面７０２の箇所から前記第２光出射面７０３の後
方箇所にある物件８０の一部領域が視覚的に透視可能な状態となることを指し、図７Ａに
示すのと同様である。
【０１０５】
　前記光出射状態とはこれら前記微細構造７１０がこれら前記光線を受光させると共に屈
折させた後、前記第１光出射面から透過される光束が前記第２光出射面から透過される他
の光束より多くなり、これにより透光性構造体７００が明光面を形成させることを指し、
間接照明効果に相当する。よって、前記第２光出射面７０３の間接照明効果によって物件
８０の一部領域が遮られて透視不能になり、図７Ｂに示すようになる。
【０１０６】
　これにより、透明なウィンドウパネル７０が商店や売り場の実際の使用状況に応じて発
光素子７３を駆動させてこれら前記光線を発生させ、その場の使用状況を満たす。例えば
、歩行者が歩行したり透明なウィンドウパネル７０が応用されるショーウィンドウに近付
くと発光素子７３がこれら前記光線を発生させ、歩行者の目線をショーウィンドウに集中
させることで商品販売の需要を満たす。一方、透明なウィンドウパネル７０はバス停に更
に応用され、前記発光素子７３が周囲の環境が暗くなった場合に駆動されてこれら前記光
線を発生させ、透明なウィンドウパネル７０が視覚的透過状態または光出射状態となる。
【０１０７】
　例えば、周囲の環境が曇り、雨、または暗い場合、前記発光素子７３がセンサー（図示
省略）に応じて駆動されてこれら前記光線を発生させ、透光性構造体７００が光出射状態
となり、間接照明を更に形成させ、歩行者が歩行したりバスが停車する際に安全が確保さ
れる効果を有する。周囲の環境が晴天または昼間である場合、前記発光素子７３が前記セ
ンサー（図示省略）に応じて光線を全く発生させず、透光性構造体７００が視覚的透過状
態となり、歩行者が周囲の環境を透視可能な状態にする。バスがバス停に到着したかどう
か分かりやすくなり、多重の効果を有する。センサーは光電センサーが応用され、その中
の感光部材により光信号が電気通信信号に変換される。これにより、前述のように環境の
輝度の変化に応じて発光素子が駆動されて光線を発生させる。センサーは他の各種のセン
サーでもよく、これら前述の好ましい実施形態によって制限されない。
【０１０８】
　また、本考案の透光性構造体の材質はポリカーボネート（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ
、 ＰＣプラスチック）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（Ａｃｒｙ



(21) JP 3220749 U 2019.4.4

10

20

30

40

50

ｌｏｎｉｔｒｉｌｅ Ｂｕｔａｄｉｅｎｅ Ｓｔｙｒｅｎｅ、 ＡＢＳ樹脂）、または／及
びそれらの結合である。このため、プラスチック射出方式により一体成形される。或いは
、透光性構造体の微細構造の一部が処理される場合、例えば、前述の各実施形態中のＶ字
状光学屈折構造は１回切削されるのみで１回で成形され、複雑で煩雑な工法及び工程が不
要である。よって、本考案に係る透光性構造体の製造工程が簡略になり、且つランプの実
際の照明効果の需要に応じて異なる配列で組み合わせられる微細構造を有する透光性構造
体を選択でき、同時にランプの光点問題を効果的に改善させ、従来のランプの多くの欠点
を解決させる。
【０１０９】
　これにより、本考案に係る透光性構造体及びそのランプは主に透光性構造体の外観形状
、微細構造の構造設計及び配列設置により、透光性構造体全体が実際の需要に応じて構造
設計が変更され、対応する照明効果及び使用状態が発生し、ランプ全体の器具効率が向上
し、光の出射範囲が調整され、光点の発生が減少する以外、需要に応じて使用状態に対応
するように調整可能である。上述の好ましい実施形態における視覚的透過状態または光出
射状態のようになり、多様な効果を有する。
【０１１０】
　上述の実施形態は本考案の技術思想及び特徴を説明するためのものにすぎず、当該技術
分野を熟知する者に本考案の内容を理解させると共にこれをもって実施させることを目的
とし、本考案の実用新案登録請求の範囲を限定するものではない。従って、本考案の精神
を逸脱せずに行う各種の同様の効果をもつ改良又は変更は、実用新案登録請求の範囲に含
まれるものとする。
【符号の説明】
【０１１１】
１０　ランプ
１００　透光性構造体
１０１　光入射面
１０１ａ　第１側辺
１０１ｂ　第２側辺
１０２　第１光出射面
１０３　第２光出射面
１１０　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
１１０ａ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
１１０ｂ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
１２０　結合構造
１２０ａ　第１側面
１２０ｂ　第２側面
１２０ｃ　第３側面
１２１　ガイド溝
１２１ａ　第１開口側
１２１ｂ　第２開口側
１３０　制御回路基板
１３１　発光素子
１４０　感知器、受動型赤外線人体センサー
１５０　ランプ本体
２０　ランプ
２００　透光性構造体
２０１　光入射面
２０２　第１光出射面
２０３　第２光出射面
２１０　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造



(22) JP 3220749 U 2019.4.4

10

20

30

40

50

２１０ａ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ａ１　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ａ２　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ａ３　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ｂ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ｂ１　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ｂ２　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造　
２１０ｂ３　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ｂ４　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
２１０ｂ５　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
３０　ランプ
３００　透光性構造体
３０１　光入射面
３０１ａ　第１側辺
３０１ｂ　第２側辺
３０２　第１光出射面
３０３　第２光出射面
３１０　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
３１０　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造、
３１０ｂ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
３２０　結合構造
３２０ａ　第１側面
３２０ｂ　第２側面
３２０ｃ　第３側面
３２１　放熱フィン
３２２　ガイド溝
３２２ａ　開口側
３３０　制御回路基板
３３１　発光素子
４０　ランプ
４００　透光性構造体
４０１　光入射面
４０１ａ　第１側辺
４０１ｂ　第２側辺
４０２　第１光出射面
４０３　第２光出射面
４１０　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
４１０ａ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
４１０ｂ　微細構造、Ｖ字状光学屈折構造
４２０　結合構造
４２０ａ　第１側面
４２０ｂ　第２側面
４２０ｃ　第３側面
４２１　放熱フィン
４２２　ガイド溝
４２２ａ　開口側
４３０　制御回路基板
４３１　発光素子
５００　透光性構造体
５０１　光入射面
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５０２　第１光出射面
５０３　第２光出射面
５１０　微細構造
６００　透光性構造体
６０１　光入射面
６０２　第１光出射面
６０３　第２光出射面
６１０　微細構造
７０　透明なウィンドウパネル
７００　透光性構造体
７０１　光入射面
７０２　第１光出射面
７０３　第２光出射面
７１０　微細構造
７３　発光素子
７３１　２つの発光ダイオードバー、２つの発光ダイオードライトストリップ
７３２　２つの発光ダイオードバー、２つの発光ダイオードライトストリップ
８０　物件
Ａ１　Ａ領域のＶ字状光学屈折構造
Ａ２　Ａ領域のＶ字状光学屈折構造
Ａ３　Ａ領域のＶ字状光学屈折構造
Ａ４　Ａ領域のＶ字状光学屈折構造
ａ１　Ａ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
ａ２　Ａ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
Ｂ１　Ｂ領域のＶ字状光学屈折構造
Ｂ２　Ｂ領域のＶ字状光学屈折構造
Ｂ３　Ｂ領域のＶ字状光学屈折構造
Ｂ４　Ｂ領域のＶ字状光学屈折構造
ｂ１　Ｂ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
ｂ２　Ｂ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
ｂ３　Ｂ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
ｂ４　Ｂ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
ｂ５　Ｂ領域中の隣接する任意の２つのＶ字状光学屈折構造間の間隔
ｃ１　Ａ２領域における各Ｖ字状光学屈折構造と第２光出射面との間の深さ
ｃ２　Ａ２領域における各Ｖ字状光学屈折構造と第２光出射面との間の深さ
ｃ３　Ａ２領域における各Ｖ字状光学屈折構造と第２光出射面との間の深さ
ｄ１　第２光出射面におけるＢ２領域中での各Ｖ字状光学屈折構造の切削面の幅
ｄ２　第２光出射面におけるＢ２領域中での各Ｖ字状光学屈折構造の切削面の幅
ｄ３　第２光出射面におけるＢ２領域中での各Ｖ字状光学屈折構造の切削面の幅
ｄ４　第２光出射面におけるＢ２領域中での各Ｖ字状光学屈折構造の切削面の幅
ｄ５　第２光出射面におけるＢ２領域中での各Ｖ字状光学屈折構造の切削面の幅
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【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】 【図１Ｄ】
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【図１Ｅ】 【図２Ａ】
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【図２Ｄ】 【図３】
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【図６】 【図７Ａ】

【図７Ｂ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月31日(2019.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光線を受光するために用いられる微細構造を有する透光性構造体であって、前記
透光性構造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面に対応するように設置される第２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造であって、各微細構造は第１構造屈折面及
び第２構造屈折面を少なくとも含むこととを少なくとも備え、
これら前記光線の光の進行方向とこれら前記微細構造との間は垂直干渉関係または非平行
干渉関係を呈し、且つ各前記第１構造屈折面により受光されると共に屈折された後の光束
（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）が各前記第２構造屈折面により受光されると共に屈折さ
れた後の他の光束よりも多くなることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２】
　前記垂直干渉関係はこれら前記微細構造がこれら前記光線を完全にまたは部分的に垂直
に受光させると共に屈折させ、前記非平行干渉関係はこれら前記微細構造がこれら前記光
線を完全にまたは部分的に非平行に受光させると共に屈折させることを特徴とする請求項
１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項３】
　これら前記微細構造はＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状光学屈折構造、及び曲面光学屈折構
造の内の何れか１つまたはそれらの組み合わせであることを特徴とする請求項１に記載の
微細構造を有する透光性構造体。
【請求項４】
　これら前記微細構造中の少なくとも１組の隣接する２つの微細構造間の間隔はこれら前
記微細構造中の少なくとも他の１組の隣接する２つの微細構造間の間隔とは異なることを
特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項５】
　これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔はこれら前記光線
の光源から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がることを特徴とする請求項
１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項６】
　各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さはこれら前記光線の光源から離れる方
向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなることを特徴とする請求項１に記載の微細
構造を有する透光性構造体。
【請求項７】
　各前記微細構造中の前記第１構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角は前記
第２構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角より小さいことを特徴とする請求
項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項８】
　各前記微細構造とこれと隣接する他の前記微細構造との間は連続的に連接、非連続的に
連接、または部分的に連続的に連接される配列設置方式を呈することを特徴とする請求項
１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項９】
　これら前記光線が未受光の場合、前記透光性構造体は視覚的透過状態となり、これら前
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記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた場合、前記透光性構造体が光
出射状態となることを特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１０】
　前記視覚的透過状態とは前記第１光出射面の箇所から前記第２光出射面の箇所にある少
なくとも１つの物件を視覚的に透視可能な状態を指し、前記光出射状態とは前記透光性構
造体がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた後、前記第１光出射面から出射され
る光束が前記第２光出射面から出射される他の光束よりも多くなる状態を指すことを特徴
とする請求項９に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１１】
　その材質はポリカーボネート（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ、 ＰＣプラスチック）、
アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（Ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉｌｅ Ｂｕ
ｔａｄｉｅｎｅ Ｓｔｙｒｅｎｅ、 ＡＢＳ樹脂）または／及びそれらの結合であることを
特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１２】
　円形透光性構造体、方形透光性構造体、多辺形透光性構造体、または不規則形状の透光
性構造体であることを特徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１３】
　ランプ分野、照明分野、ドア及び窓パネル、または展示フレームに応用されることを特
徴とする請求項１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１４】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に光の通路を有すると共に対応するように設置される第２光出射
面と、
前記２面の光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備え、
これら前記微細構造がこれら前記光線を未受光の場合、前記透光性構造体は視覚的透過状
態となり、これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させた場合、前
記透光性構造体が光出射状態となり、且つ前記第１光出射面から屈折されて出射される光
線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）は前記第２光出射面から屈折されて出射される
光線の他の光束より多いことを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１５】
　前記視覚的透過状態は前記第２光出射面の箇所にある物件が視覚的に透過可能な状態で
あり、前記光出射状態はこれら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折さ
せた後、前記第１光出射面から出射される光束が前記第２光出射面から出射される他の光
束より多くなる状態であることを特徴とする請求項１４に記載の微細構造を有する透光性
構造体。
【請求項１６】
　中空の透光性構造体であり、前記第１光出射面及び前記第２光出射面は第１透光板体及
び第２透光板体にそれぞれ位置され、前記中空の透光性構造体中の前記第２光出射面は第
２光出射内表面及び第２光出射外表面を含み、前記第２光出射内表面は前記第２光出射外
表面よりも前記第１光出射面に更に近接し、これら前記微細構造は前記第２光出射外表面
に設置されることを特徴とする請求項１４に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１７】
　前記光の通路は隙間であり、これら前記光線を進行させるように前記第２光出射内表面
と前記第１光出射面との間に位置されることを特徴とする請求項１６に記載の微細構造を
有する透光性構造体。
【請求項１８】
　これら前記微細構造中の少なくとも１組の隣接する２つの微細構造間の間隔はこれら前
記微細構造中の少なくとも他の１組の隣接する２つの微細構造間の間隔とは異なるか、或
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いは、
これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔がこれら前記光線の
光源から離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がるか、または、
各前記微細構造と前記第２光出射外表面との間の深さがこれら前記光線の光源から離れる
方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなることを特徴とする請求項１６に記載の
微細構造を有する透光性構造体。
【請求項１９】
　各前記微細構造は第１構造屈折面及び第２構造屈折面を含み、前記第１構造屈折面と前
記第２光出射外表面との間の鋭角の挟角は前記第２構造屈折面と前記第２光出射外表面と
の間の鋭角の挟角より小さいことを特徴とする請求項１６に記載の微細構造を有する透光
性構造体。
【請求項２０】
　これら前記微細構造がこれら前記光線を受光させると共に屈折させ、部分的なこれら前
記光線が前記第２光出射面に平均的に分布され、且つ外に向けて平均的に放射されること
を特徴とする請求項１４に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２１】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、
前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第１光出射面に対応するように設置される第
２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備え、
これら前記微細構造はこれら前記光線を受光させると共に屈折させてこれら前記光線を前
記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ出射させるために用いられ、前記第１
光出射面から屈折されて出射される光線の光束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）は前記第
２光出射面から屈折されて出射される光線の他の光束より多いことを特徴とする微細構造
を有する透光性構造体。
【請求項２２】
　前記光入射面及び前記第２光出射面は垂直であり、これら前記微細構造がこれら前記光
線を部分的に垂直に受光させると共に屈折させ、または前記光入射面及び前記第２光出射
面は非平行であり、これら前記微細構造がこれら前記光線を部分的に非平行に受光させる
と共に屈折させることを特徴とする請求項２１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２３】
　これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔が前記光入射面か
ら離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がるか、或いは、
各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さが前記光入射面から離れる方向に沿って
徐々に浅くなるまたは徐々に深くなるか、或いは、
各前記微細構造が第１構造屈折面及び第２構造屈折面を備え、前記第１構造屈折面と前記
第２光出射面との間の鋭角の挟角が前記第２構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角
の挟角より小さいことを特徴とする請求項２１に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２４】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に隙間を空けて対応するように設置され、且つ前記光入射面との
間が垂直設置関係または非平行設置関係を呈する複数の微細構造を有する第２光出射面と
を少なくとも備え、
これら前記微細構造は前記第１光出射面から屈折されて出射される光線の光束（ｌｕｍｉ
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ｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）を前記第２光出射面から屈折されて出射される光線の他の光束より
多くするために用いられることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２５】
　前記垂直設置関係は前記第２光出射面が前記光入射面の一側辺に垂直に隣接し、または
前記非平行設置関係は前記第２光出射面が前記光入射面の一側辺に隣接し、且つ非垂直角
度を有することを特徴とする請求項２４に記載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２６】
　これら前記微細構造中の任意の２つの隣接する前記微細構造間の間隔は前記光入射面か
ら離れる方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広がることを特徴とする請求項２４に記
載の微細構造を有する透光性構造体。
【請求項２７】
　前記第２光出射面は第２光出射内表面及び第２光出射外表面を含み、前記第２光出射内
表面は前記第１光出射面に対応させ、これら前記微細構造は前記第２光出射外表面に設置
され、前記隙間はこれら前記光線を進行させるように前記第２光出射内表面と前記第１光
出射面との間に位置されることを特徴とする請求項２４に記載の微細構造を有する透光性
構造体。
【請求項２８】
　ランプ本体と、
前記ランプ本体に設置され、且つ制御回路基板に応じて複数の光線を発生させる少なくと
も１つの発光素子と、
前記ランプ本体に結合される透光性構造体とを少なくとも備え、
前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、
前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第１光出射面に対応させる第２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも含み、
これら前記微細構造中の少なくとも１つの微細構造の設置方式はこれら前記微細構造中の
少なくとも他の微細構造の設置方式とは相違し、これら前記微細構造により受光されると
共に屈折されるこれら前記光線が前記第１光出射面から屈折されて出射されると光線の光
束（ｌｕｍｉｎｏｕｓ ｆｌｕｘ）が前記第２光出射面から屈折されて出射される光線の
他の光束より多くなることを特徴とする透光性構造体を有するランプ。
【請求項２９】
　これら前記微細構造はＶ字状光学屈折構造、Ｕ字状光学屈折構造、及び曲面光学屈折構
造の内の何れか１つまたは／及びそれらの組み合わせであることを特徴とする請求項２８
に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３０】
　前記設置方式はこれら前記微細構造中の何れか２つの隣接する前記微細構造間の間隔が
前記少なくとも１つの発光素子から離れる位置方向に沿って徐々に狭まるまたは徐々に広
がることを特徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３１】
　前記設置方式は各前記微細構造と前記第２光出射面との間の深さが前記少なくとも１つ
の発光素子から離れる位置方向に沿って徐々に浅くなるまたは徐々に深くなることを特徴
とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３２】
　前記設置方式は各前記微細構造が第１構造屈折面及び第２構造屈折面を含み、前記第１
構造屈折面と前記第２光出射面との間の鋭角の挟角は前記第２構造屈折面と前記第２光出
射面との間の鋭角の挟角より小さいことを特徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を
有するランプ。
【請求項３３】
　前記設置方式は各前記微細構造とこれと隣接する他の前記微細構造との間が連続的に連
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接、非連続的に連接、または部分的に連続的に連接される配列設置方式を呈することを特
徴とする請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３４】
　前記ランプ本体はガイド溝を有する結合構造を備え、前記透光性構造体は前記ガイド溝
により前記少なくとも１つの発光素子と組み立てられると共に連通されることを特徴とす
る請求項２８に記載の透光性構造体を有するランプ。
【請求項３５】
　前記結合構造は複数の放熱フィンを有し、且つこれら前記放熱フィン及び前記第２光出
射面は同側に位置されることを特徴とする請求項３４に記載の透光性構造体を有するラン
プ。
【請求項３６】
　受動型赤外線人体センサー（ＰＩＲ Ｍｏｔｉｏｎ ｓｅｎｓｏｒ）及びマイクロ波（Ｍ
ｉｃｒｏｗａｖｅ）センサーの内の何れか１つを更に含み、前記制御回路基板に電気的に
接続され、前記受動型赤外線人体センサーまたは前記マイクロ波センサーは、物件を感知
させた際に前記制御回路基板を駆動させて前記少なくとも１つの発光素子がこれら前記光
線を発生させるように制御を行うことを特徴とする請求項２８または３５に記載の透光性
構造体を有するランプ。
【請求項３７】
　複数の光線を受光させるための微細構造を有する透光性構造体であって、前記透光性構
造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面に対応するように設置される第２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造であって、各微細構造は、第１構造屈折面
及び第２構造屈折面を含むこととを少なくとも備え、
これら前記光線の光の進行方向とこれら前記微細構造との間は垂直干渉関係または非平行
干渉関係を呈し、これら前記光線が前記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ
屈折されて出射されることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項３８】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に光の通路を有すると共に対応するように設置される第２光出射
面と、
前記２面の光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも備え、
これら前記微細構造がこれら前記光線を未受光の場合、前記透光性構造体が視覚的透過状
態となり、これら前記微細構造が受光させると共に前記第１光出射面及び前記第２光出射
面からこれら前記光線をそれぞれ屈折させると、前記透光性構造体が光出射状態となるこ
とを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項３９】
　ランプの少なくとも１つの発光素子の複数の光線を受光させる微細構造を有する透光性
構造体であって、前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
第１光出射面と、
前記第１光出射面との間に隙間を空けると共に対応するように設置され、且つ前記光入射
面との間は垂直設置関係または非平行設置関係を呈する複数の微細構造を有する第２光出
射面とを少なくとも備えることを特徴とする微細構造を有する透光性構造体。
【請求項４０】
　ランプ本体と、
前記ランプ本体に設置され、且つ制御回路基板に応じて複数の光線を発生させる少なくと
も１つの発光素子と、
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前記ランプ本体に結合される透光性構造体であって、前記少なくとも１つの発光素子は前
記透光性構造体の周囲に隣接する箇所に設置されることとを少なくとも備え、
前記透光性構造体は、
これら前記光線を受光させるための光入射面と、
前記光入射面の一側辺に位置される第１光出射面と、
前記光入射面の他側辺に位置され、且つ前記第１光出射面に対応させる第２光出射面と、
前記第２光出射面に設置される複数の微細構造とを少なくとも含み、
これら前記微細構造中の少なくとも１つの微細構造の設置方式はこれら前記微細構造中の
少なくとも他の微細構造の設置方式とは相違し、これら前記微細構造により受光されると
共に屈折されるこれら前記光線が前記第１光出射面及び前記第２光出射面からそれぞれ屈
折されて出射されることを特徴とする透光性構造体を有するランプ。
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